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平成 26 年度～平成 30 年度「私立大学戦略的研究基盤形成支援事業」 

研究成果報告書概要 
 

１ 学校法人名    関西学院               ２ 大学名    関西学院大学         

 

３ 研究組織名   バイオロボティクス研究センター               

 

４ プロジェクト所在地      兵庫県三田市学園２-１              

 

５ 研究プロジェクト名   歩行における脳活動と筋活動の相関に基づく新しい健康維持促進と

リハビリテーション技術の創生   

 

６ 研究観点     研究拠点を形成する研究              

 

７ 研究代表者 

研究代表者名 所属部局名 職名 

嵯峨 宣彦 理工学研究科 教授 

 

８ プロジェクト参加研究者数  １４ 名 

 

９ 該当審査区分    理工・情報     生物・医歯     人文・社会  

 

１０ 研究プロジェクトに参加する主な研究者 

研究者名 所属・職名 プロジェクトでの研究課

題 

プロジェクトでの役割 

嵯峨 宣彦 理工学研究科・教授 

歩行動作の特徴抽出，

脳と筋刺激によるリハビ

リ運動への相関解析 

研究統括，解析モデルの

構築，歩行支援およびリハ

ビリテーション機器開発 

工藤 卓 理工学研究科・教授 

脳と筋刺激によるリハビ

リ運動への相関解析，

脳への電気刺激効果検

証用細胞生物学的モデ

ルの構築 

脳活動の計測・分析と細

胞生物モデルの構築 

岡留 剛 理工学研究科・教授 
歩行動作の特徴抽出，

歩行支援器の評価 

ワイヤレス・センサ・ネット

ワークシステムによる動作

解析 

中後 大輔 理工学研究科・准教授 
歩行動作の特徴抽出，

歩行支援器の評価 

歩行動作の力学的解析，

歩行支援機の開発 

河野 恭之 理工学研究科・教授 
歩行支援器，リハビリ機

器の開発 

歩行動作の解析，センシン

グ技術の開発 

長田 典子 理工学研究科・教授 
試作機の生理心理学的

評価 

アンケートに基づく生理心

理学的評価 
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山本 倫也 理工学研究科・教授 
歩行支援器，リハビリ機

器の開発 

VR を用いたヒューマン・コ

ンピュータ・インタラクション

プログラムの開発と評価 

井村 誠孝 
理工学研究科・教授 歩行動作の力学的解

析，リハビリ機器の開発 

歩行動作の力学的解析，

リハビリ機器の開発 

河鰭 一彦 

人間福祉研究科・教授 
歩行動作の特徴抽出，

歩行支援器の評価 

歩行動作の同期計測デー

タの解析，歩行支援のた

めのバイオメカニクス検討 

（共同研究機関等） 

菅 俊光 

関西医科大学 

附属滝井病院・准教

授 

試作機の設計仕様の検

討と医学的評価 

リハビリテーション手法の

検討と評価 

近藤 徳彦  
神戸大学人間発達環

境学研究科・教授 

歩行動作の特徴抽出，

歩行支援器の評価 

身体内部の変化とシミュレ

ーションとの関連評価 

Shane Xie  

The University of 
Leeds(2017 年 4 月以

降)， 

The University of 
Auckland，

Professor 

脳と筋刺激によるリハビ

リ運動への相関解析とリ

ハビリ機器への応用 

脳活動の計測・分析， 

脳および筋刺激とリハビリ

効果の検証 

脇元 修一  
岡山大学自然科学 

研究科・准教授 

歩行支援器，リハビリ機

器の開発 

ソフトメカニズムに基づく機

器設計 

永瀬 純也  
龍谷大学 

理工学部・助教 

歩行支援器，リハビリ機

器の開発 

ソフトメカニズムに基づく機

器設計と制御機器設計 

 

＜PD，RA の人数と活動状況＞ 

   平成 26 年度 RA ２名 

   平成 27 年度 RA ２名，PD ２名 

平成 28 年度 RA １名，PD ３名 

平成 29 年度 RA ２名，PD ２名 

平成 30 年度 RA ２名，PD ２名 

  ＊期間を通して継続期間を含み，RA４名，PD５名が研究活動を実施，RA２名は PD を経て大

学等の研究機関に進み，残りの RA１名は現在在学中，１名は民間企業へ進んだ．PD につ

いて３名は研究者（うち２名は本学の教員として在籍），１名は研究員として現在も在籍中で

ある． 

＊「１３ 研究成果の概要」「１４ その他の研究成果等」に，PD, RA の研究活動に該当するも

のは名前に２重のアンダーラインを，大学院生（卒研生含む）の研究活動に該当するもの

には波線のアンダーラインを引いて記載した． 

 

＜研究者の変更状況（研究代表者を含む）＞ 
 プロジェクトでの 

研究課題 

所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

平成 26 年 4 月 1 日～

平成 27 年 5 月 1 日 

試作機の生理心理

学的評価 

理工学部・教授 片寄 晴弘 アンケートに基づく生

理心理学的評価 
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平成２７年５月１日

～ 

歩行の運動解析とモ

デリング，歩行支援

機器の開発 

理工学部・教授 

（平成 27 年 3 月

まで大阪大学） 

井村 誠孝 歩行動作の力学的

解析，リハビリ機器

の開発 

 

１１ 研究の概要（※ 項目全体を１０枚以内で作成） 

（１）研究プロジェクトの目的・意義及び計画の概要 

高齢者の自立した生活に不可欠な， も基本的な動作の一つが歩行である．高齢者が自

立した歩行能力を維持することは日常活動動作（ADL）や生活の質（QOL）の維持・向上につ

ながり、豊かで生き生きとした長寿社会の形成に不可欠となる．一方，現代の 3 大疾病の 1

つの脳卒中は 140 万人の発症者があり，そのうち，後遺症のためにリハビリテーションが必

要となるのは約半数程度で，拘縮などの後遺症を残さないために発症後できる限り早い段階

で，継続的にリハビリ訓練を行う必要がある．しかし，療法士・介護士の数は大幅に不足して

いる上，在宅で行えない大掛かりな装置が多く，患者が十分な訓練・介護を受けることができ

ないという問題が顕在化している． 

 本研究プロジェクトは”歩行”をテーマとして，脳科学，スポーツ科学，医療福祉などの分野

を包括したバイオロボティクス分野を中心に，計測や応用機器開発・評価では情報科学分野

の専門家と連携して研究を行った．研究は自立した生活を行う上で も基本的な“歩行”をテ

ーマに，学際的な領域で取り組み，従来には行われていない，下肢アライメントに着目した歩

行動作の特徴抽出，歩行動作における脳活動と筋活動の相関解析，脳神経系の伝達経路

再建のための脳と筋への刺激による新しい運動相関刺激法によるリハビリテーション手法の

提案，リハビリテーション機器の開発とその医学的，生理心理学的評価手法の確立を目的と

した． 

（２）研究組織 

研究組織は「歩行の運動解析とモデリング」「健康な歩き方実現のための歩行支援」「脳活

動と筋活動の新しい相関抽出とこれを利用したリハビリ機器の開発」「医学的，生理心理学

的評価」の 4 つのグループで進めた． 

「歩行の運動解析とモデリング」班： 

  これまで着目されていない下肢アライメント別や高齢者，足関節に障害のある被験者の歩

行動作の超大規模（センサ）データの並列処理を実現することによる日本人の筋骨格に合っ

た新たな歩行動作の特徴抽出の手法ならびにモデリングの構築を行う． 

また，歩行動作の特徴計測とデータ解析のためのワイヤレス・センサシステムについても構

築する． 

「健康な歩き方実現のための歩行支援」班： 

 歩行実験の再現性のある筋骨格シミュレーション技術の確立と膝負荷の少ない歩き方を提

案する．また，膝の動きを制御可能にするアクティブ・サポータや歩行支援するシステムを開

発する． 

「脳活動と筋活動の新しい相関抽出とこれを利用したリハビリ機器の開発」班： 

 歩行動作のための筋電位と脳波計測による筋と脳の活動パターンの相関を解明していく．

これに加えて，脳への磁気刺激と活動筋への EMS などの刺激による新しい運動相関刺激法

による効果を確認し，これらの成果を使った新しいニューロリハビリテーション手法を確立す

る．また，脳活動への電気刺激効果を検証する細胞生物学的モデルを構築する． 

「医学的，生理心理学的評価」班： 

 関西医科大学にてリハビリテーション科医師や理学療法士など専門家と患者による開発し
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たシステムの評価を受けるとともに，被験者へのアンケートなどを基にした開発システムの生

理心理学的評価による新たな医療・福祉機器への評価手法を提案する． 

 

（３）研究施設・設備等 

研究施設として，歩行実験のためのバイオロボティクス・ラボ（110mm2）を 2016 年度まで確

保し，2017 年度以降はニューロリハビリテーションシステムのためにバイオロボティクス研究

室(24mm2)を準備し，プロジェクトメンバで共有している． 

研究設備として，モーションキャプチャシステムと同期して使用できる床反力計やワイヤレ

スセンサ等を備えた歩行動作計測システム，脳の状態を計測するためのウェアラブル光トポ

グラフィ等を備えた脳活動計測装置，デジタル脳波計の情報を基に筋や脳へ，EMS 刺激や

TMS 刺激を与える脳-筋電フィードバックシステムの他，実験データの解析のために，センサ

データ解析システムおよび歩行運動・機構解析システム，さらには，リハビリシステムの人間

への装着用アタッチメントや実験用治具などの製作のために高精細 3D プリンタを設置し，共

有できるよう設置した． 

 

（４）研究成果の概要 ※下記、１３及び１４に対応する成果には下線及び＊を付すこと。 

「歩行の運動解析とモデリング」班では，＊高齢者の O 脚に注目し，下肢アライメントが歩行

に及ぼす影響と筋活動および姿勢の特徴を明らかにした．高齢者歩行特徴として新しく見出

したことは以下の点である． 

・高齢者の膝軌跡は外側への直線的な運動を示す傾向にあり，これは下肢アライメントの O 

脚の特徴である． 

・股関節，膝関節，足関節の３つの Elavation Angle を結ぶと 1 歩行周期で平面則（同一平面）

が成り立つが，筋力の衰えた高齢者でも成立すること，描く楕円が小さくなることを示した． 

さらに，ワイヤレスセンサシステムとして，＊Visual SLAM を用いた脚部装着カメラ端末によ

り，各部の位置・姿勢推定が認識できることや，＊足底圧分布データ，重心揺動が技能の定

量的評価の有効性が確認された．また，＊膨大に得られたデータから 1 歩分のデータを切り

出す手法として，レジームスイッチングモデルと区間逐次決定モデルを提案し，EMG 波計に

おいて有効であることが確認された． 

「健康な歩き方実現のための歩行支援」班では，＊広視野角 HMD を用いた身体インタラクシ

ョン支援技術として，体性感覚と視覚情報の不一致が身体知覚にずれを生じさせる可能性や

視野の広さの違いと仮想の肢への錯覚度との関係について研究し，視覚情報が支援システ

ムに対し有効であることを示した． また，＊立ち上がり支援機に歩行器機能を加えた個人適

合型起立歩行支援機の開発において，負荷軽減の起立姿勢やセンサ情報からの姿勢推定

の有効性などが示された．ウェアラブル歩行支援システムとして，歩行動作解析から得られ

た成果を元に，＊歩行姿勢の矯正と脚部の筋活動バランスを考慮した空気圧人工筋アクチ

ュエータを用いたアクティブ・サポータを試作･評価した．歩行姿勢の矯正においての再検討

が必要であるものの，有効性が示された． 

＊支援システムの制御手法では，非線形なアクチュエータに対し，予測制御の１つであ

る PFC(Predictive Functional Control)の有効性を見出した． 

「脳活動と筋活動の新しい相関抽出とこれを利用したリハビリ機器の開発」班では，＊自動

と他動運動，さらには他動運動に運動イメージを加えたときの 3 つのケースで筋電位と

脳波計測による筋と脳の活動パターンの相関を調べ，筋収縮時の拮抗筋の同時収縮とと

もに現れる周波数帯域ごとの脳波特性や，訓練を想定したリハビリでは運動イメージの
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重要性を確認した．また，＊TMS 誘発運動と随意運動時にはいずれも同様に，運動制御

に直接的に関与しない前頭部において脳血流量の増加が観察され，運動野への TMS に

よって前頭部位も賦活されること，運動行為の観察や運動イメージを行うことで TMS 

運動誘発時における脳活動の変化が増強されることが確認された．個人差や環境に応じ

て変化する脳活動の特徴抽出法として，＊ファジィ推論に基づくヒューリスティック

BCI システムにより，機械への順応がなくとも短時間で抽出できることが明らかとな

り．その有効性を一人ではあるが脳卒中片麻痺の研究者により運動野の賦活が確認され

た．さらには，＊培養神経回路網に外界との入出力系を付加した「小さな脳」のモデル

系を開発し，これにより神経回路網における自発性活動と誘発応答で共通する活動パタ

ーンが発生し，また両者は分離していくことや神経回路網は一時的なメモリ機能を有す

ることなどが確認された. 

「医学的，生理心理学的評価」班では，リハビリテーションにおいて，*参加者が体験する情

動やフローを評価する手法を確立した．さらに，*特定の場面で生じる情動や動機の性質を明

らかにし，指標化する手法を開発したことによって，リハビリテーションの 中に感じている，

領域固有の情動を明らかにすることが可能になった． 

 

＜優れた成果が上がった点＞ 

従来のニューロリハビリテーションシステムでは，脳波特徴の抽出に数週間から数ヶ月を

要したが，提案する＊ファジィ推論に基づくヒューリスティック BCI システムでは僅か数十分で

抽出できることを確認し，これをリハビリテーション機器と接続して研究協力者として健常な若

者５名と脳卒中発症後８か月経過し片麻痺を発症した１名の全員に対し，運動イメージからリ

ハビリシステムが動作することを確認できた． 

 

＜課題となった点＞ 

新たな歩行支援やリハビリテーションの提案が多数行えたが実際の患者さんへの臨床試

験により実用化を目指すものがある．特に脳波に関わるものについては，病院や高齢者施設

などの協力を求めて多数の臨床試験を行っていく必要があるものの，数名による評価で終え

ている．この臨床実験を今後進めていきたい．さらに，現成果を論文投稿，展示会などに積

極的に参加して，共同企業や外部資金獲得を目指していく． 

 

＜自己評価の実施結果と対応状況＞ 

学内評価体制として、関西学院大学研究推進社会連携機構内に評価委員会が設置されて

いる。中間評価では進捗に問題なしとして評価を受けている．本 終報告書をもって学内評

価を受け、今後に反映していく． 

 

＜外部（第三者）評価の実施結果と対応状況＞ 

プロジェクト発足後，年初に研究進捗報告と研究予定に関する報告会を実施，関連分野に

おけるチーム毎に共同実験を行い，データ解析を行ってきた．3 年目終了の 2017 年 3 月 11

日には，日本機械学会ロボティクス･メカトロニクス部門バイオロボティクス研究会，日本知能

情報ファジィ学会 しなやかな行動の脳工学研究部会と合同で，関西学院大学「私立大学戦

略的研究基盤形成支援事業」採択プロジェクト「歩行における脳活動と筋活動の相関に基づ

く新しい健康維持促進とリハビリテーション技術の創生」の成果報告会を実施，４年目には脳

科学分野で世界的に著名な Prof. Sagi （Weizmann Institute of Science，イスラエル）を１

か月間研究室に迎え共同研究を実施， Prof. Sagi に川人先生（国際電気通信基礎技術研
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究所），藤田先生，前田先生（ともに大阪大学）を加え特別講演会「視覚と運動に関する脳の

可塑性の新展開」を 2018 年 3 月 26 日に開催，また 2019 年 3 月 25 日には日本機械学会ロ

ボティクス･メカトロニクス部門バイオロボティクス研究会と共催で研究会「脳活動及び身体機

能の相互理解とロボティクス・リハビリテーションへの応用」を細田先生（大阪大学），長谷先

生（関西医科大学）を特別講師にお迎えし，戦略 PJ の 終報告会を実施し，内部からだけで

はなく一般参加者を交えて質疑や討論など研究に関して意見交換会を行った．研究スタート

時から鈴森先生（東工大），橋本先生（信州大学），林先生（関西大学）の 3 名に外部評価委

員を受諾頂き，2017 年と 2019 年の研究報告会実施時には聴講頂き，評価表を作成頂いた．

プロジェクトの多様な研究分野の研究者による異分野融合型の研究展開と取りまとめ，新し

い研究分野への開拓とその成果を評価して頂いた． 

終的な本プロジェクトの報告書は，電子ファイル（PDF）にまとめ，参加者に USB メモリを

配布し，同時に電子ブックにして web 上で公開している． 

（https://hsi.ksc.kwansei.ac.jp/~saga/bookdata/html5.html） 

 

＜研究期間終了後の展望＞ 

回復困難な脳神経系の再建可能なニューロリハビリテーションシステムや高齢者歩行へ

の姿勢，筋活動に着目した歩行支援システム，座位から起立，歩行に至る個人適合型起立

歩行支援システムなど，他にない実用性の高いシステムが提案できることから，知的財産の

確保の他，支援企業などを募り，実用化に向けて次のステージへ進んでいく予定である． 

 

＜研究成果の副次的効果＞ 

脳卒中片麻痺を発症している研究協力者の起立動作のモーションキャプチャデータから、

健常者には見られない特徴的な姿勢、重心軌道を見出した．また、現在の起立動作支援機

は椅子型と胴体支持型の２つに大きく分類されるが、新たな支持機構を見出した． 

試作機の設計と知的財産化を進めている． 

 

１２ キーワード（当該研究内容をよく表していると思われるものを８項目以内で記載してくださ

い。） 

（１） バイオロボティクス      （２） ニューロリハビリテーション  （３） 脳科学         

（４） ﾋｭｰﾏﾝｺﾝﾋﾟｭｰﾀｲﾝﾀﾗｸｼｮﾝ   （５） 生理心理学的評価     （６） 歩行支援           

（７） ﾌﾞﾚｲﾝｺﾝﾋﾟｭｰﾀｲﾝﾀﾗｸｼｮﾝ    （８） 下肢アライメント        
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１３ 研究発表の状況（研究論文等公表状況。印刷中も含む。） 

上記、１１(４)に記載した研究成果に対応するものには＊を付すこと。 
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＜既に実施しているもの＞ 

・バイオロボティクス研究会講演会「バイオロボティクスの近縁」開催 

開催日程：2017 年 3 月 11 日（土）午後 1 時～6 時 

主催：日本機械学会ロボティクス・メカトロニクス部門 バイオロボティクス研究会 

共催：関西学院大学「私立大学戦略的研究基盤形成 支援事業」採択プロジェクト 

「歩行における脳活動と筋活動の相関に基づく新しい健康維持促進とリハビリテー

ション技術の創生」 

日本知能情報ファジィ学会 しなやかな行動の脳工学研究部会 

開催場所：グランフロント大阪 北館 TOWER C  C05 室 

講 師：鈴森康一（東京工業大学 工学院ロボティクス研究分野） 

「細径人工筋肉が拓く新しいロボティクス」 

橋本 稔（信州大学繊維学部機械・ロボット学科） 

「医療福祉用歩行アシストロボット curara®の開発と展望」 

林 勲（関西大学大学院  総合情報学研究科） 

「脳工学におけるしなやかな判断のデータサイエンス」 

プロジェクトの中間報告会／関西学院大学バイオロボティクスセンター 

      嵯峨宣彦，工藤卓，岡留剛，長田典子，河野恭之，井村誠孝，山本倫也 

・講演会 視覚と運動に関する脳の可塑性の新展開 

開催日程：2018 年 3 月 26 日午後 1 時～5 時 30 分 

開催場所）関西学院大学三田キャンパス ７号館１０４教室 
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講師（敬称略） 

・Prof. Dov Sagi   Department of Neurobiology, The Weizmann Institute of Science 

 ”Learning and re-learning in visual perception” 

・川人 光男  国際電気通信基礎技術研究所（ATR）(株)  

 「人工知能技術を用いた脳科学の因果的パラダイム」 

・藤田 一郎  大阪大学 大学院生命機能研究科・脳情報通信融合研究センター 教授 

 「３D 世界を見せる脳のからくりと謎」 

・前田 太郎  大阪大学 大学院情報科学研究科・脳情報通信融合研究センター 教授 

 「五感伝送技術を利用したヒト身体性インタフェース」 

・バイオロボティクス研究会講演会 

「脳活動及び身体機能の相互理解とロボティクス・リハビリテーションへの応用」 

開催日程：2019 年 3 月 25 日（月）14：00～18：30 

開催場所：関西学院大学梅田キャンパス 14 階 1406 室 

主催：日本機械学会ロボティクス・メカトロニクス部門 バイオロボティクス研究会 

共催：関西学院大学「私立大学戦略的研究基盤形成 支援事業」採択プロジェクト 

「歩行における脳活動と筋活動の相関に基づく新しい健康維持促進とリハビリテー

ション技術の創生」 

講師（敬称略） 

○特別講演 14：00～16：00 

・細田 耕  大阪大学基礎工学研究科システム創成専攻 教授 

「筋骨格ロボットを用いた身体的知能の構成論的理解」 

・長谷 公隆（関西医科大学リハビリテーション医学講座） 

「片麻痺歩行のリハビリテーション戦略」 

○プロジェクトの 終報告会／関西学院大学バイオロボティクスセンター 

  嵯峨宣彦，中後大輔，工藤卓，田中靖人 

・岡山大学 第 12 回 アクチュエータシンポジウム 

「脳波や筋電などの生体情報を基にした人間支援システムの開発」 

開催日程：2017 年 12 月 12 日 15：00～17：00 

会場：岡山大学津島キャンパス 大学院自然科学研究科棟２階大講義室 

講師 嵯峨宣彦 

 

・研究会主催講演会「視覚と脳：眼球運動と情報処理」  

開催日程：2015 年 3 月 27 日 

講師 田中靖人（神経数理研究所） 

・一般公開セミナー主催 

「脳計測のための入門セミナー：視覚の脳神経科学」 講師 田中靖人（神経数理研究所） 

他学部（総政や人福）や一般の参加者もあり，脳科学を初めて研究するセンター所属・各

研究室の PD 研究員や院生，卒研生の理解も進み盛況に実施した． 

 日時 タイトル 概要 

第
1
回 

2015年6月5日（金）
15：10～16： 50 

オーバービュー： 神
経系と脳：視覚系の全
体構造 
と計測のための信号

第一部：身体と脳～情報伝達系 
• 視覚系：脳と神経系の構造 
• 視覚情報処理の段階：機能局在： 
第二部：脳計測のための神経信号, 
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伝達 脳神経信号と代謝 

•脳神経活動 I：電気信号と活動電位 
•脳神経活動 II：酸素代謝、血流 

第
2
回 

2015年7月3日（金）
15：10～16： 50 

電気神経活動計測の
具体的方法 

・電気神経活動計測（MEG, EEG）
の原理と方法 

・電磁気神経活動計測とノウハウ 

第
3
回 

2015年8月7日（金）
15：10～16：50 

神経代謝活動の計測
(fMRI,NIRS) と 具 体
的方法 

・神経代謝活動計測の具体的方法 
 fNIRS, fMRI   
・MRI の原理      
・代謝神経活動計測のノウハウ 

第
4
回 

2015年9月11日(金)
15：10～16：50 

感覚・知覚実験の作り
方～動物生理実験、人
間計測～ 

・実験: 4 つのポイント      
・タスク設計        
・統計 
（実験条件，統制条件，ベースライン） 

・ノイズ処理 
・情報理論 

第
5
回 

2015年10月2日(金)
15：10～16：50 

認知実験（知覚と視覚
的注意） 
～実験パラダイム構
築の方法 II～ 

・信号解析 
（線形 vs 非線形、周波数空間） 
・ノイズの信号処理的意味 
（フーリエ解析、ウェーブレット解析） 
・統計解析と実験パラダイム  
（感覚統合、注意、記憶、学習） 
・認知課題の情報処理モデル 
（神経回路網と非線形ﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸ） 
・学習の統計モデル 

第
6
回 

2015年11月6日(金)
15：10～16： 50 

attention と認知情報
処理（視覚的注意と可
塑性） 

・Temporal attention (spatial) 
・Eye movements 
・Mechanism of attention 
・Bottom-up v.s. top-down 
・VisuoMotor Loop Hypothesis 

第
7
回 

2015 年 12 月 4(金) 
15：10～16： 50 

神経系の可塑性 
（学習と記憶の認知
行動学） 

・Definition of plasticity 
・Behavioral plasticity:  

system biology 
・Learning 

(cognitive/perceptual/motor) 
・Memory 
(long-term/short-term/perceptual) 
・Perception, attention and 

plasticity 
・Neuronal plasticity  

(cellar, channel, receptor) 

第
8
回 

2016年1月8日(金) 
15：10～16：50 

神経系の可塑性 II 
生物学的神経機構 

・Plasticity: learning and memory 
・Behavioral task: n-back, 

 Priming, Perceptual learning 
・Attention and plasticity 

第
9
回 

2016年2月5日(金) 
15：10～16： 50 

神経系の可塑性 III 
情動学習、運動学習、
機械学習 

・Emotinal learning, 
・Motor learning, 
・Machine learning 

第
10
回 

2016年3月4日(金) 
15：10～16： 50 

視覚系：その役割と機
能 総まとめ 

総括 
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学会活動（成果報告・発表） 

･計測自動制御学会第 15 回システムインテグレーション部門講演会（SI2014）～現在 

「バイオロボティクスとシステムインテグレーション」 セッション 継続中 

･日本機械学会ロボティクス・メカトロニクス講演会（ROBOMEC2018）～現在 

「バイオロボティクスとシステムインテグレーション」 セッション 継続中 

・LIFE2016 「空気圧を利用した医療･福祉システムの開発」 セッション立ち上げ 

・LIFE2017 「フルードパワーを利用した医療・福祉システムの開発」 セッション立ち上げ 

・日本ロボット学会第３６回学術講演会（RSJ2018）～現在 

「フルードパワーを利用した医療・福祉システム」 

＜これから実施する予定のもの＞ 

・日本機械学会ロボティクス・メカトロニクス講演会（ROBOMEC2019）  

・計測自動制御学会システムインテグレーション部門講演会（SI2019） 

・日本ロボット学会学術講演会（RSJ2019） 

シンポジウム・学会等の実施状況、インターネットでの公開状況等 

・文部科学省「私立大学戦略的研究基盤形成支援事業」平成 26 年度採択 

歩行における脳活動と筋活動の相関に基づく新しい健康維持促進とリハビリテーションの

創生 研究成果報告集  

を電子ブックにして web 上で公開． 

（https://hsi.ksc.kwansei.ac.jp/~saga/bookdata/html5.html） 

・若手セミナー（今年度，複数回実施予定） 

 「磁性流体および MCF（Magnetic Compound Fluid）の原理と触覚センサ応用」 

  開催日程：2019 年 6 月 5 日 13：30～15：00 会場：関西学院大学理工学部キャンパス内 

講師：島田邦夫 （福島大学理工学群 教授） 

 

 

１４ その他の研究成果等 
 

 

 

* 

 

 

 

* 

 

 

 

 

* 

 

 

 

* 

 

 

 

「１２ 研究発表の状況」で記述した論文、学会発表等以外の研究成果及び企業との連携実績があれば具

体的に記入してください。 また、上記１１(４)に記載した研究成果に対応するものには＊を付してください。 

＜受賞＞ 

1. 2019 IEEE/SICE International Symposium on System Integrations (SII 2019)  Best 

Paper Award，Masahiro Yokota, Shohei Kawazoe, Daisuke Chugo, Satoshi Muramatsu, 

Sho Yokota, Hiroshi Hashimoto, Takahiro Katayama, Yasuhide Mizuta, Atsushi Koujina, 

Standing Assistance Control considering with Posture Tolerance of its User. 

2. IEEE SCIS&ISIS2018 (Joint 10th International Conference on Soft Computing and 

Intelligent Systems and 19th International Symposium on Advanced Intelligent 

Systems ), IEEE CIS Japan Chapter Young Researcher Award, Kana Fukui and Suguru 

N. Kudoh, A Perfusion System for Autonomous Energy Control of the Living Neuronal 

Circuit. 

3. 21st International Conference on Climbing and Walking Robots and Support 

Technologies (CLAWAR 2018), CLAWAR Association Best Technical Paper Award - 

First Prize, Masahiro Yokota, Shohei Kawazoe, Daisuke Chugo, Sho Yokota, Hiroshi 

Hashimoto, Standing assistance that considers user posture tolerance. 

4. CLAWAR2016（19th International Conference on Climbing and Walking Robots）

CLAWAR Association Best Technical Paper Award - 2nd Prize, Daisuke Chugo, 
Nobuhiro Goto, Satoshi Muramatsu, Sho Yokota, Hiroshi Hashimoto, A Standing 

Assistance for both Voluntary Movement and Postural Adjustment -Its 
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* 

 

 

 

 

* 

 

 

* 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

* 

 

* 

 

 

 

* 

 

 

* 

 

 

 

* 

implementation and evaluation-, Proceedings of the 19th International Conference on 

Climbing and Walking Robots, 18-25, 2016.  

5. AMC2016（IEEE 14th International Workshop on Advanced Motion Control）Best 

Paper Award, Daisuke Chugo, Satoshi Muramatsu, Sho Yokota, Hiroshi Hashimoto, 

Standing Assistance considering a Voluntary Movement and a Postural Adjustment, 

Proc. of IEEE 14th International Workshop on Advanced Motion Control, 494-499, 

2016. 

6. 第 17 回計測自動制御学会システムインテグレーション部門講演会 SI2016 優秀講演

賞，橋本侑亮，嵯峨宣彦，田中靖人，藤江博幸，足関節リハビリシステムによる他動

反復動作時の筋・神経活動． 

7. 第 16 回計測自動制御学会システムインテグレーション部門講演会 SI2015 優秀講演

賞，伊東嗣功，森下彩郁，小田輝王，箕嶋渉，工藤卓，TMS 刺激・随意運動に対する

脳機能信号の動態． 

8. 平成 26 年電気学会電子・情報・システム部門大会 企画賞，工藤卓，企画セッション

「神経工学」． 

9. 札幌テレビ放送株式会社 所記念賞，橋本絵梨，山本倫也，茂野裕介，STV カップ in 

チ・カ・ホ－バーチャルスキージャンプ大会，チ・カ・ホ de XMAS みる・みる・みらいデ

ー 2015． 

10. 情報処理学会第 78 回全国大会 学生奨励賞，橋本絵梨，山本倫也，茂野裕介，青

柳西蔵，広視野角ヘッドマウントディスプレイを用いたペアスキージャンプ体験システ

ムの開発． 

＜外部資金＞ 

1. 科研費 基盤研究(B)  2019 年度～2023 年度深層学習と 3D クラスタリングによる培

養神経回路網の活動パターン識別，工藤卓． 

2. 科学技術振興機構 平成 29 年度 地域産学バリュープログラム（課題番号：

VP29117940231），安定余裕理論と動作誘引手法による自発的動作に寄り添う起立

支援，中後大輔（研究責任者・関西学院大学），丸本 健二（コーディネータ・関西学院

大学）． 

3. 日本学術振興会科学研究費補助金「基盤研究(C)」（課題番号：16K01580），筋肉の

協同発揮に基づく起立能力モデルと介入 小原理による能動的起立支援，中後大

輔（研究代表者・関西学院大学）． 

4. 科学技術振興機構 平成 28 年度 マッチングプランナープログラム「企業ニーズ解決

試験」（課題番号：MP28116808328），高齢者の自発的起立意志に基づく個人適合型

起立支援技術の開発，中後大輔（研究責任者・関西学院大学），丸本 健二（コーディ

ネータ・関西学院大学）． 

5. 平成26年度兵庫県科学技術振興助成金，車椅子使用者の動作意図に基づく転倒防

止装置，研究代表者・中後大輔． 

 

１５ 「選定時」及び「中間評価時」に付された留意事項及び対応 

＜「選定時」に付された留意事項＞ 

記載なし 

 

＜「選定時」に付された留意事項への対応＞ 

記載なし 
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＜「中間評価時」に付された留意事項＞ 

記載なし 

 

＜「中間評価時」に付された留意事項への対応＞ 

記載なし 
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１６　施設・装置・設備・研究費の支出状況（実績概要） （千円）

研究費 41,094 22,600 18,494

設 備

装 置

平
成
3
0
年
度

施 設

設 備

装 置

平
成
2
9
年
度

施 設

研究費 45,828 27,708 18,120

S1411038

私　学
助　成

内　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　訳

298,385

137,761 91,562

163,432 134,953

25,671

51,077 33,442

43,391

17,635

19,494

10,516

20,413 32,875

26,559 17,819

総 計

平
成
2
8
年
度

5,258

総

額

施 設

施 設

装 置

69,062

229,323

装 置

設 備

研究費

平
成
2
7
年
度

設 備

受託
研究等

法　人
負　担

44,378

27,452

設 備 53,288

設 備

平
成
2
6
年
度

46,946

年度・区分

研究費

支出額

研究費

研究費

施 設

施 設

装 置

15,774

装 置

法人番号 281004

共同研
究機関
負担

備　考

プロジェクト番号

寄付金 その他（　　　　　　　　　　）
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１７　施設・装置・設備の整備状況  （私学助成を受けたものはすべて記載してください。）

《施　　設》  （私学助成を受けていないものも含め、使用している施設をすべて記載してください。） （千円）

西宮上ケ原キャンパス

G号館 0

※　私学助成による補助事業として行った新増築により、整備前と比較して増加した面積
㎡

（千円）

ｈ
ｈ
ｈ
ｈ
ｈ
ｈ
ｈ

１８　研究費の支出状況 （千円）
  平成 年度

研究支援推進経費

計 1,100

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

私学助成
私学助成

補助主体

補助主体

3,967

10,638 6,563

私学助成

私学助成
私学助成

私学助成

1,100
0

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

学内2人

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

ポスト・ドクター 0

計

1,669
5,166

0

1,100

3,497教育研究用機器備品

支　出　額
金　　額 主　　な　　内　　容

（情報処理関係設備）

1080 5,951AGILISTA-3100 一式H27

センサデータ解析システム H26 一式 1080
H26筋力解析シュミレーションシステム

H26 一式
一式

8,160
H26

一式 1080

6,426

5,034
10,457720

10,863
360 3,964

17,607

6,451

一式 720

補助金額整備年度

2,936㎡

研究施設面積

型　　番

H19

神戸三田キャンパス
Ⅳ号館

施　設　の　名　称

印刷製本費

装置・設備の名称 台　　数

81
14室（うち専有
研究室5室）

修繕代

3,497

38,112

手数料

歩行動作計測システム
脳活動計測装置

教育研究経費支出

（その他の経費）

学術雑誌及び学術図書研究図書

私学助成1440

4,062
4,422

学内2人1,100

5,166

リサーチ・アシスタント

計

高精細３Dプリンタ

図　　　　書

備品
1,669

論文別刷代、雑誌製本費、その他

歩行運動・機構解析システム

（研究設備）

通信費

報酬・委託料

光　熱　水　費

33
188

10,587

H26

一式

脳一筋電フィードバックシステム

《装置・設備》　（私学助成を受けていないものは、主なもののみを記載してください。）
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（研究装置）

研究室等数 使用者数 事業経費

0

9,823H27

人件費支出
（兼務職員）

旅費交通費

4,422

年　　　度

10,097

小  科  目

通信運搬費

4,062

計

8,723

神戸三田キャンパス
Ⅴ号館

H21

54 2,514,641

24,118.58㎡
50室（うち占有
研究室1室）

2,303,590

整備年度

H13 18,289.44㎡
50室（うち専有
研究室3室）

0682,500

8,723
光熱水費

稼働時間数

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費

6,549

事業経費 補助金額

主　な　使　途
積　　算　　内　　訳

学会出張代

実験器具、試薬代、その他

33
10,587

印刷費

試薬・器具
10,097

3

国内・海外研究旅費、公務出張費、その他
廃棄物処理料、実験補助、その他
修理代、会場費、参加費、その他

38,112

電気・ガス、上水・下水、その他
188 ﾌｧｯｸｽ・電話代、切手代、その他



（様式1）

S1411038
法人番号 281004

プロジェクト番号

  平成 年度

  平成 年度

計 11,040 11,040 学内1人、学外3人

ポスト・ドクター 9,840 9,840 学外3人
研究支援推進経費 0

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント 1,200 1,200 学内1人

図　　　　書 1,440 研究図書 1,440 学術雑誌及び学術図書

計 7,679 7,679

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 6,239 備品 6,239

教育研究経費支出
計 0

人件費支出
（兼務職員）

計 32,358 32,358

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

報酬・委託料 3,730 手数料 3,730 廃棄物処理料、実験補助、その他

（その他の経費） 6,679 修繕代 6,679 修理代、会場費、参加費、その他

印刷製本費 2 印刷費 2 論文別刷代、雑誌製本費、その他

旅費交通費 4,992 学会出張代 4,992 国内・海外研究旅費、公務出張費、その他

光　熱　水　費 8,865 光熱水費 8,865 電気・ガス、上水・下水、その他

通信運搬費 151 通信費 151 ﾌｧｯｸｽ・電話代、切手代、その他

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 7,939 試薬・器具 7,939 実験器具、試薬代、その他

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

計 10,272 10,272 学内2人、学外2人

年　　　度 28

ポスト・ドクター 7,872 7,872 学外2人
研究支援推進経費 0

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント 2,400 2,400 学内2人

図　　　　書 1,315 研究図書 1,315 学術雑誌及び学術図書

計 1,315 1,315

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 0 備品 0

教育研究経費支出
計 0

人件費支出
（兼務職員）

計 35,359 35,359

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

報酬・委託料 3,811 手数料 3,811 廃棄物処理料、実験補助、その他

（その他の経費） 4,120 修繕代 4,120 修理代、会場費、参加費、その他

印刷製本費 131 印刷費 131 論文別刷代、雑誌製本費、その他

旅費交通費 8,270 学会出張代 8,270 国内・海外研究旅費、公務出張費、その他

光　熱　水　費 9,357 光熱水費 9,357 電気・ガス、上水・下水、その他

通信運搬費 159 通信費 159 ﾌｧｯｸｽ・電話代、切手代、その他

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 9,511 試薬・器具 9,511 実験器具、試薬代、その他

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

年　　　度 27



（様式1）

S1411038
法人番号 281004

プロジェクト番号

  平成 年度

  平成 年度

計 10,872 10,872 学内2人、学外2人

ポスト・ドクター 8,472 8,472 学外2人
研究支援推進経費 0

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント 2,400 2,400 学内2人

図　　　　書 1,096 研究図書 1,096 学術雑誌及び学術図書

計 2,640 2,640

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 1,544 備品 1,544

教育研究経費支出
計 0

人件費支出
（兼務職員）

計 27,582 27,582

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

報酬・委託料 2,790 手数料 2,790 廃棄物処理料、実験補助、その他

（その他の経費） 783 修繕代 783 修理代、会場費、参加費、その他

印刷製本費 28 印刷費 28 論文別刷代、雑誌製本費、その他

旅費交通費 6,192 学会出張代 6,192 国内・海外研究旅費、公務出張費、その他

光　熱　水　費 8,368 光熱水費 8,368 電気・ガス、上水・下水、その他

通信運搬費 164 通信費 164 ﾌｧｯｸｽ・電話代、切手代、その他

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 9,257 試薬・器具 9,257 実験器具、試薬代、その他

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

計 10,872 10,872

年　　　度 30

ポスト・ドクター 8,472 8,472 学外2人
研究支援推進経費 0

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント 2,400 2,400 学内2人

図　　　　書 1,483 研究図書 1,483 学術雑誌及び学術図書

計 3,511 3,511

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 2,028 備品 2,028

教育研究経費支出
計 0

人件費支出
（兼務職員）

計 31,445 31,445

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

報酬・委託料 2,693 手数料 2,693 廃棄物処理料、実験補助、その他

（その他の経費） 804 修繕代 804 修理代、会場費、参加費、その他

印刷製本費 37 印刷費 37 論文別刷代、雑誌製本費、その他

旅費交通費 9,819 学会出張代 9,819 国内・海外研究旅費、公務出張費、その他

光　熱　水　費 8,310 光熱水費 8,310 電気・ガス、上水・下水、その他

通信運搬費 75 通信費 75 ﾌｧｯｸｽ・電話代、切手代、その他

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 9,707 試薬・器具 9,707 実験器具、試薬代、その他

年　　　度 29

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容
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